








策
の
成
果
と
今
後
の
結
核
対
策
」と
題
し

て
講
演
が
行
わ
れ
、
世
界
に
お
け
る
日
本

の
結
核
対
策
の
現
状
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
た
。
ま
た
、
福
島
県
立
医
科
大
学
公
衆

衛
生
学
講
座
教
授
安
村
誠
司
先
生
よ
り
、

「
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
の
介
護
予

防
に
つ
い
て
」と
題
し
た
特
別
講
演
が
あ

り
、
日
頃
の
生
活
習
慣
の
見
直
し
や
寝
た

き
り
予
防
の
た
め
の
社
会
的
役
割
の
重
要

性
な
ど
笑
い
を
交
え
た
お
話
に
参
加
者
は

熱
心
に
聴
き
入
っ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
映
画「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」で

お
な
じ
み
の
レ
イ
モ
ミ
小
野
フ
ラ
ス
ク
ー

ル
の
皆
さ
ん
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
披
露

さ
れ
、
会
場
は
華
や
か
な
ム
ー
ド
に
包
ま

れ
た
。

　

な
お
、
同
研
修
会
は
、
次
年
度
秋
田
県

に
会
場
を
移
し
開
催
さ
れ
る
。

　

各
県
結
核
予
防
婦
人
団
体
の
幹
部
を
対

象
に
、
結
核
予
防
の
知
識
向
上
と
各
県
婦

人
団
体
相
互
の
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
る
東
北
地
区
結
核
予
防
婦
人
団

体
幹
部
研
修
会
が
、
平
成
22
年
11
月
18
日

（
木
）、
19
日（
金
）、
福
島
市「
飯
坂
ホ
テ

ル
聚
楽
」に
お
い
て
１
７
０
名
の
参
集
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
研
修
会

は
、
昭
和
51
年
以
来
、
結
核
予
防
及
び
健

康
増
進
に
関
す
る
思
想
普
及
啓
発
に
寄
与

す
る
た
め
、
毎
年
東
北
６
県
が
持
ち
回
り

で
開
催
し
て
お
り
、
本
県
で
の
開
催
は
今

回
で
６
回
目
と
な
っ
た
。

　

研
修
会
で
は
、「
こ
れ
か
ら
の
婦
人
団

体
の
役
割
〜
健（
検
）診
受
診
率
向
上
の
た

め
に
今
、
何
が
で
き
る
か
〜
」を
テ
ー
マ

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行

い
、
各
県
代
表
者
の
事

例
発
表
で
は
、
福
島
県

健
康
を
守
る
婦
人
連
盟

の
下
田
幸
子
理
事
が
活

動
報
告
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
公
益
財
団
法
人

結
核
予
防
会
顧
問
島
尾

忠
男
先
生
よ
り「
結
核
対
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福
島
県
健
康
を
守
る
婦
人
連
盟
は
、

毎
年
12
月
１
日
の
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に

あ
わ
せ
、「
エ
イ
ズ
に
対
す
る
差
別
と
偏

見
を
な
く
し
正
し
い
理
解
を
広
め
よ
う
」

と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
そ
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
を
作
成
し
、

平
成
22
年
11
月
16
日（
火
）に
福
島
県
エ

イ
ズ
対
策
推
進
協
議
会
に
贈
呈
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
13
年
度
よ
り
県
内
16

地
区
の
健
康
を
守
る
婦
人
連
盟
が
持
ち

回
り
で
作
成
し
、
県
内
の
普
及
啓
発
に

役
立
て
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

　

贈
呈
式
で
は
、
福
島
県
健
康
を
守
る

婦
人
連
盟
の
佐
藤
裕
子
会
長
と
双
葉
地

方
健
康
を
守
る
婦
人
連
盟（
作
成
担
当

地
区
）よ
り
遠
藤
延
子
副
会
長
が
、
阿

久
津
文
作
県
保
健
福
祉
部
長
に
手
作
り

の
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
2
，
0
0
0
個
と
と

も
に
啓
発
パ
ネ
ル
を
手
渡
し
た
。
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非
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並
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に
研
修
会

　

非
常
勤
嘱
託
職
員
の
永
年
勤
続
表
彰
式
並
び
に
研
修
会

が
、
平
成
23
年
1
月
20
日（
木
）福
島
市「
飯
坂
ホ
テ
ル
聚
楽
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
鈴
木
仁
会
長
か
ら
表
彰
状
が
各
人
に
手

渡
さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
小
林
美
喜
子
さ
ん
が
謝
辞

を
述
べ
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
、「
肺
が
ん
の
現
状
に
つ
い
て
〜
喫
煙
者

と
非
喫
煙
者
の
肺
が
ん
〜
」と
題
し
て
、
公
立
大
学
法
人
福

島
県
立
医
科
大
学
臨
床
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
部
長
石
田
卓
先
生

に
よ
る
特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。

◎
20
年
勤
続 

３
名

　
小
野
　
美
和
子
（
相
　
双
）

　
小
林
　
美
喜
子
（
い
わ
き
）

　
草
野
　
　
弘
子
（
い
わ
き
）

　◎
15
年
勤
続 
５
名

　
佐
藤
　
　
福
子
（
県
　
南
）

　
長
沼
　
　
春
江
（
県
　
南
）

　
塩
田
　
　
晶
子
（
県
　
南
）

　
松
本
　
　
幸
子
（
相
　
双
）

　
菅
野
　
　
洋
子
（
い
わ
き
）

◎
10
年
勤
続 

３
名

　
鎌
田
　
由
美
子
（
相
　
双
）

　
金
澤
　
カ
ツ
ヨ
（
い
わ
き
）

　
蛭
田
　
美
英
子
（
い
わ
き
）

◎
５
年
勤
続 

13
名

　
細
川
　
　
　
恵
（
県
　
北
）

　
菅
野
　
　
和
子
（
県
　
北
）

　
高
橋
　
　
利
子
（
県
　
北
）

　
吉
田
　
　
洋
子
（
県
　
南
）

　
鈴
木
　
　
清
子
（
県
　
南
）

　
安
田
　
　
浩
美
（
県
　
南
）

　
岡
部
　
百
合
子
（
県
　
南
）

　
添
田
　
　
文
子
（
県
　
南
）

　
長
嶺
　
千
枝
子
（
会
　
津
）

　
村
瀬
　
　
勝
美
（
会
　
津
）

　
紺
野
　
　
純
子
（
相
　
双
）

　
植
村
　
　
恭
子
（
い
わ
き
）

　
西
山
　
　
芳
江
（
い
わ
き
）

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）
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事
業
課
は
、
イ
ケ
メ
ン
課
長
を
筆
頭
に
職
員
10
名
と
臨
時

職
員
4
名
の
美
男
美
女
た
ち
が
パ
ワ
ー
溢
れ
る
仕
事
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
健
診
事
業
の
渉
外
や
日
程
管
理
、
受
診
録
整

理
か
ら
判
定
入
力
、
請
求
ま
で
一
連
の
業
務
に
特
定
保
健
指

導
な
ど
、
少
数
マ
ン
パ
ワ
ー
な
が
ら
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
こ
な
し

て
い
ま
す
。
外
部
電
話
の
取
次
ぎ
も
当
課
が
担
当
し
て
お
り
、

ま
さ
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
揃
い
の
自
慢
の
課
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。

健
診
で
共
に
活
躍
す
る
車
輌
担
当
25
名
と
料
金
徴
収
担
当

9
名
、
非
常
勤
職
員
70
名
の
紳
士
淑
女
も
勢
揃
い
し
て
い
ま

す
。
健
診
現
場
で
は
息
の
あ
っ
た
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
と
れ
る
よ

う
に
と
、
打
合
せ
に
も
力
が
入
り
ま
す
。

　

お
待
た
せ
し
ま
し
た
！
県
南
地
区
セ
ン
タ
ー
の
登
場
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
福
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
郡
山
市
と
は

い
え
会
津
地
方
の
天
候
に
左
右
さ
れ
る
郡
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ

の
近
く
に
あ
り
ま
す
。『
笑
顔
の
ス
テ
キ
な
、
皆
さ
ま
に
愛
さ

れ
る
健
診
』を
目
指
し
て
、
早
朝
の
ニ
ワ
ト
リ
を
起
こ
し
て
出

勤
す
る
毎
日
で
す
。
そ
の
甲
斐
あ
って
か
、
ス
タ
ッフ
は
常
に
テ

ン
シ
ョ
ン
が
高
く
、
元
気
と
タ
フ
が
売
り
の「
よ
ろ
ず
屋
」的
存

在
で
バ
リ
バ
リ
活
動
し
て
い
ま
す
。
所
長
と
次
長
の
温
か
い
眼

差
し
の
も
と
、
事
業
課
・
検
査
課
・
放
射
線
課
の
３
課
が
、
連

携
を
取
り
合
い
、
小
規
模
な
が
ら
も
協
力
し
な
が
ら
頑
張
って

い
ま
す
。
こ
の
あ
と
、
県
南
地
区
セ
ン
タ
ー
の
全
貌
が
明
ら
か

に
！！
各
課
紹
介
へ
と
ま
い
り
ま
し
ょ
う
♪
♪

　

検
査
課
は
、
寛
大
な
課
長
を
中
心
に
、
人
当
た
り
が
よ
く

気
の
利
く
草
食
系
男
性
３
名
、
天
然
系
・
雑
食
系
女
性
陣
９

名
の
職
員
13
名
と
臨
時
職
員
の
仲
良
し
３
人
組
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
が
受
け
持
つ
管
轄
は
広
く
、
繁
忙
期

は
早
朝
5
時
出
発
の
健
診
に
加
え
、
尿
・
寄
生
虫
・
生
化
・
血

液
・
保
菌
検
査
。
そ
し
て
学
童
健
診
の
受
診
録
打
出
し
、
結

果
処
理
、
請
求
ま
で
と
目
の
回
る
忙
し
さ
で
す
。
会
場
ま
で

の
運
転
は
平
均
往
復
３
時
間
か
か
り
、
昼
食
時
間
が
２
時
を

回
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
忙
し
い
割
に
は
、
当
セ
ン
タ
ー

に
異
動
と
な
り
ふ
っ
く
ら
し
て
く
る
人
も
い
る
と
か
。
重
い
荷

物
の
搬
送
は
ガ
テ
ン
系
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
待
ち
に

待
っ
た
新
人
が
入
り
、
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
に
仕
事
が
こ
な
せ
る

よ
う
に
と
ビ
シ
ビ
シ
鍛
え
た
つ
も
り
が
、
予
想
以
上
に
吸
収
が

良
く
、
早
く
も
追
い
つ
か
れ
そ
う
で
す
。
親
睦
を
図
る
た
め
、

須
賀
川
花
火
大
会
で
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
秋
に
は
芋
煮
会
と
絆

を
深
め
、
和
気
あ
い
あ
い
の
ス
タ
ッフ
で
健
診
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

　

放
射
線
課
は
、
職
員
の
技
師
7
名
、
嘱
託
技
師
２
名
、
非

常
勤
技
師
３
名
の
ス
タ
ッフ
で
県
南
管
内
の
枠
を
超
え
、
広
範

囲
な
健
診
会
場
を
春
夏
会
津
、
冬
い
わ
き
と
忙
し
く
飛
び
回
っ

て
い
ま
す
。
遠
方
の
業
務
も
多
く
、
協
会
で
は
最
も
早
朝
の

仕
事
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
平
均
年
齢
49
歳（
最
年

少
40
歳
）と
な
り
、
高
齢
化
も
気
が
か
り
な
”加
齢
臭“
漂
う

（
？
）男
ば
か
り
の
課
で
す
。
お
洗
濯
に
お
裁
縫（
雑
巾
縫
い
）、

読
影
準
備
な
ど
、
細
か
い
仕
事
を
こ
な
し
て
く
れ
る
素
敵
な

女
性
ス
タ
ッフ
募
集
中
で
す
。

ラ
ス
ト
に
”一
句
整
い
ま
し
た
！！ “

「
県
南
に　

近
く
て
遠
い　

宮
の
杜
」

お
後
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で・・・
。

【
県
南
地
区
セ
ン
タ
ー
】

　
『
笑
顔
の
ス
テ
キ
な
、
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
健
診
』を
目
指
し
て

事業課

検査課

放射線課

待
ち
に
待
っ
た
新
人
が
検
査
課
に
入
り
ま
し
た
！

３
課
の
連
携
で
頑
張
る
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未来に向けて、確かな足跡を刻む

　暦の上ではようやく立春を迎え、日増しに寒さが緩

み始めてほしいと願うところだが、記録的な大雪を観

測しているこの冬の厳しさはもうしばらく続きそうだ。

　さて、待ち遠しい春の到来を前に、来る３月には「第

62回結核予防全国大会」が本県郡山市において開

催される。大会では、全国の結核関係者が一堂に

会し、これからの結核対策の方針や結核予防活動

の進め方について議論が交わされる。かつて亡国

病と恐れられた結核の罹患率が、戦後著しく減少し

た背景には、高度経済成長や医療技術の発展は

勿論、地域に根ざした結核予防運動の歴史がある

ことを忘れてはならないだろう。地道な活動の積み重

ねほど簡単なことのようで難しいことはない。だからこ

そ自分自身の心の持ち方が試されているような気がし

てならない。与えられた時間と役割の中で、今日一

日一日を大切に、未来に繋がる確かな足跡を刻んで

いきたい。

（Y.O）

健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
！

編 集 後 記

c o l u m n

（協力：福島県立図書館）

「
カ
ビ
図
鑑 

野
外
で
探
す
微
生
物
の
不
思
議
」

細
谷
剛〔
ほ
か
〕／
著　

全
国
農
村
教
育
協
会（
二
〇一〇
・
七
）

　

こ
た
つ
に
入
っ
て
ミ
カ
ン
を
食
べ
る
の
は
、
冬
の

醍
醐
味
！
で
も
箱
を
空
け
て
み
た
ら
白
い
カ
ビ
が
…
。

こ
ん
な
時
の
カ
ビ
は
厄
介
者
で
す
が
、
実
は
私
た
ち

の
生
活
の
中
で
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
特
に

発
酵
食
品
で
は
、
そ
の
醸
し
の
力
が
様
々
な
食
材
を

作
り
出
し
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
ん
な
カ
ビ
の
世
界
を
知
る
の
に
う
っ
て
つ
け
の

本
が
こ
ち
ら
。
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
が
ん
ば
っ
て
い

る
菌
た
ち
を
、
ち
ょ
っ
と
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
入
門

　
〜
失
わ
れ
た
機
能
を
い
か
に
補
う
か
〜
」

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書　

六
九
一）

橋
本
圭
司
／
著　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所（
二
〇一〇
・
九
）

　

リ
ハ
ビ
リ
は
病
院
だ
け
で
行
う
も
の
と
考
え
て
い

ま
せ
ん
か
？
小
児
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
専
門
と

す
る
筆
者
は
、
病
院
を
船
の
修
理
工
場
に
例
え
、
社

会
と
い
う
海
へ
漕
ぎ
出
す
手
助
け
を
す
る
所
だ
と
考

え
ま
す
。
そ
の
出
発
に
必
要
な
手
法
や
装
具
、
家
族

を
は
じ
め
と
す
る
周
囲
の
対
応
な
ど
を
具
体
的
に
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

寒
い
季
節
に
は
、
窓
を
空
け
る
の
も

お
っ
く
う
に
な
り
が
ち
だ
が
、
健
康
の

た
め
に
も
換
気
は
重
要
で
あ
る
。
か
の

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
記
し
た『
看
護
覚

え
書
』の
最
初
の
章
が「
換
気
と
暖
房
」

な
の
は
有
名
な
話
だ
。
日
中
は
自
宅
に

居
な
い
人
も
、
起
床
時
と
帰
宅
時
に
は

窓
を
あ
け
放
っ
て
換
気
を
し
よ
う
。
空

気
を
入
れ
換
え
る
こ
と
で
、
ウ
ィ
ル
ス

や
ほ
こ
り
、
結
露
の
原
因
に
な
る
水
蒸

気
を
屋
外
に
逃
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

換
気
を
す
る
と
、
温
度
と
と
も
に
湿

度
も
下
が
っ
て
し
ま
う
の
が
難
点
だ
。

例
え
ば
気
温
が
５
℃
で
、
湿
度
が
50
％

あ
っ
た
場
合
、
暖
房
で
20
℃
ま
で
暖
め

ら
れ
る
と
、
湿
度
は
19
％
ま
で
下
が
る

と
い
う
。
湿
度
が
低
い
と
、
の
ど
や
気

管
支
の
粘
膜
が
乾
燥
し
、
の
ど
を
痛
め

た
り
、
の
ど
の
保
護
作
用
が
低
下
し
て
、

カ
ゼ
の
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
侵
入
し
や

す
く
な
る
。
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
国

民
運
動「
チ
ャ
レ
ン
ジ
25
」で
は
、
室
温

は
20
℃
の
設
定
を
推
奨
し
て
い
る
。ま
た
、

最
適
な
湿
度
は
45
％
前
後
と
さ
れ
る
。

　

湿
度
が
10
％
上
が
れ
ば
体
感
温
度
は

１
℃
上
が
る
と
も
い
わ
れ
る
。
暖
房
時

に
は
、
加
湿
器
も
活
用
し
な
が
ら
、
体

感
室
温
を
上
げ
て
い
き
た
い
。
こ
の
時

気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、

加
湿
器
の
タ
ン
ク
。
水
が
汚
れ
て
い
る

と
、
雑
菌
を
部
屋
中
に
ば
ら
ま
い
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
ま
め

に
掃
除
し
て
清
潔
を
保
ち
た
い
。

（
文
責　

進
和
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
）

冬
こ
そ
窓
を
開
け
て

新
鮮
な
空
気
を
取
り
込
も
う

こぶし　87号23
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鵜
ノ
尾
岬（
相
馬
市
）

表
紙
の
写
真

Y

　
福
島
県
を
代
表
す
る
景
勝
地
の
一
つ
、
県
立
自
然

公
園「
松
川
浦
」は
、
南
北
に
長
い
潟
湖
だ
。
古
く
は

万
葉
集
に
う
た
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
相
馬
中
村
藩

の
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
愛
さ
れ
た
。
北
側
の
水
路
を
つ
な

ぐ
松
川
浦
大
橋
を
渡
り
き
る
と
、
相
馬
沖
に
突
き

出
た
岬
の
高
台
に

鵜
ノ
尾
埼
灯
台
が

立
っ
て
い
る
。
松

の
木
が
茂
る
岬
一

帯
に
は
、
遊
歩
道

が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
晴
れ
た
日
に

は
展
望
台
か
ら
金

華
山
が
見
え
る
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。

問い合わせ先：松川浦観光案内所
　　　　　　　 TEL0244-38-7666
ウオーキング距離：総延長 2.0㎞
　　　　　　　　　鵜ノ尾岬駐車場～0.5㎞～
　　　　　　　　　展望台～0.5㎞～鵜ノ尾埼灯台～0.5㎞～
　　　　　　　　　へりおす慰霊碑～0.5㎞～鵜ノ尾岬駐車場
アクセス：JR常磐線相馬駅下車、
　　　　　「松川浦」行バス終点下車、徒歩30分
　　　　　福島西ＩＣから国道115号で１時間30分

ふ
く
し
ま
の
四
季
を
歩
く
…
…
…
…
…
⑫

大
洲
松
川
浦
ラ
イ
ン

相馬海浜青年の家

厚生年金
相馬松川浦荘

駐車場

原釜･尾浜海水浴場

松川浦大橋 鵜ノ尾岬灯台鵜ノ尾岬灯台

長
洲
の
磯

至
国
道
６
号
線 松

川
浦

●

車　道
散策路

う           

の           

お        

さ  

き

台
にに

台
がが松

岬
一

歩
道

て
お

日
に

ら
金

る
こ

い
う
。

㎞～
車場


